
（1）　　　　　　　　　　　　　　　ＵＩ ＦＡニュース

第17　号

平成9年11月

1‾‾ぎー1－▲】
架発行　宇治市国際親善協会

事務局：宇治市宇治琵琶33宇治市役所秘書課内
ＴＥＬ　0774－22－3141内線2059

設
立
1
0
周
年
記
念
事
業
を
実
施

記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
に
延
べ
2
7
0
名
が
参
加

▲10周年記念祝賀会であいさつする谷岡会長（11月15日）

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交

流
を
進
め
る
た
め
昭
和
6
2
年
（
1
9
8
7
）
3
月
2
8
Ｈ

に
設
立
さ
れ
、
本
年
で
設
立
1
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
1
1
月
1
5
口
に
は
講
師
に
ラ
グ
ビ
ー

の
大
八
木
淳
史
氏
（
神
戸
製
鋼
）
を
招
い
て
記
念
講
演

会
を
開
催
。
会
場
の
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、

会
員
や
市
民
約
1
5
0
名
が
参
加
し
て
ラ
グ
ビ
ー
と
国

際
交
流
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
夕
方
か
ら
は
来
賓
の
久
保
田
市
長
や
菅
野

議
長
、
そ
し
て
会
員
約
1
2
0
名
が
参
加
し
た
記
念
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
岡
会
長
は
開
会
の
挨
拶
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
1
0

年
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
国
際
化
・
国
際
交
流
は
、
外

交
官
や
学
者
な
ど
を
主
と
す
る
も
の
か
ら
、
今
や
市
民

中
心
の
も
の
へ
と
進
ん
で
き
て
い
る
。
何
の
た
め
の
国

際
化
・
国
際
交
流
な
の
か
。
そ
れ
は
世
界
を
心
に
入
れ

た
人
間
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
1
0
周
年
を
祝

す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
充
実
を
叫
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
催
し
を
鑑
賞
し
た
り
1
0
年
間
の
思
い
出
を

語
り
合
い
な
が
ら
会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
盛
会
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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祝
賀
会
は
、
1
5
口
午
後
4
時
半
か
ら
鹿
六
で
開
か
れ
、

来
賓
の
久
保
田
市
長
か
ら
「
国
際
親
善
協
会
と
協
力
し

て
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
地
域
の
国
際
化
を
進
め
る
人
づ

く
り
、
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
」
　
ま
た
菅
野

議
長
か
ら
は
、
「
1
0
周
年
を
契
機
に
更
な
る
発
展
を
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
国
の
四
大
演
劇
の

一
つ
で
河
南
省
の
伝
統
演
劇
「
稼
劇
」
を
、
最
高
級
女

優
で
現
在
は
同
志
社
大
学
に
留
学
中
の
張
虻
さ
ん
が
演

じ
、
1
0
周
年
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
さ

ん
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
招
い
て
い
る
3
名
の
Ａ
Ｅ

Ｔ
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲　ＡＥＴもカナディアンダンスを披露（11月15日）

▲熱心に耳を傾ける会員や市民の皆さん（11月15日）

ト
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
て
話
す

大
八
木
淳
史
さ
ん
　
（
日
月
1
5
日
）

祝
賀
会
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会
に
は
、

市
民
や
会
員
約
1
5
0
名
が
参
加
。
講
師
の
大
八
木
さ

ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
人
生
の
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
な
か
で
大
八
木
さ
ん
は
、
「
一
九
八
八
年
の

日
本
一
に
な
っ
た
年
に
次
の
目
標
を
世
界
一
を
掲
げ
た
。

マ
ス
コ
ミ
か
ら
書
き
立
て
ら
れ
た
が
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
と
い
う
志
は
、
高
く
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
ラ
グ
ビ
ー
生
活
を
通
し
て
得
た
貴
重
な
体
験

な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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中国帰国者の自立支援

塵に60名が学ぶ

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
が
、
平

成
9
年
度
事
業
と
し
て
6
月
か
ら

取
り
組
ん
だ
中
国
帰
国
者
対
象
の

日
本
語
講
座
は
、
会
員
の
ご
支
援

と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
意

に
よ
り
運
営
さ
れ
、
現
在
2
0
代
か

ら
餌
代
の
約
6
0
名
の
皆
さ
ん
が
毎

週
金
曜
日
の
夜
7
時
か
ら
学
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

講
座
は
、
入
門
級
、
初
級
、
中

級
、
上
級
に
分
か
れ
て
お
り
、
入

門
級
で
は
「
あ
い
う
え
お
」
を
ノ
ー

ト
に
書
い
て
、
覚
え
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
上
級
ク
ラ
ス
で
は
、

▲学習に励む受講生（平盛ふれあいセンター。

上…初級、右下…上級クラス）

講
師
の
日
本
語
の
内
容
を
理
解
し
、

中
国
語
で
答
え
る
と
い
う
内
容
の

濃
い
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
講
生
は
昼
間
の
仕
事
を
終
え

て
の
学
習
で
す
が
、
一
日
も
早
く

日
本
語
を
覚
え
て
日
常
生
活
に
役

立
て
た
い
と
休
憩
時
問
も
惜
し
ん

で
勉
強
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

親
善
協
会
で
は
、
本
講
座
へ
の

支
援
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
賛
助
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
熱
意
が
大
き
く
実
り
、

受
講
生
の
日
本
語
の
上
達
と
国
際

交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

宇
治
市
と
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
は
、
「
宇
治
茶
」

と
「
セ
イ
ロ
ン
紅
茶
」
　
の
共
に

名
品
の
茶
が
縁
で
池
本
前
宇
治

市
長
の
時
に
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
に

「
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
」
　
が
結

に
身
に
つ
け
る
着
付
教
室
を
開

催
、
伝
統
舞
踏
の
キ
ャ
ン
デ
ィ

ア
ン
ダ
ン
ス
を
チ
ャ
ン
パ
・
ケ

ピ
テ
ノ
ポ
ラ
さ
ん
か
ら
教
わ
り

平
成
六
年
十
一
月
の
宇
治
市
緑

化
フ
ェ
ア
ー
の
催
し
で
、
宇
治

市
植
物
公
園
の
舞
台
で
披
露
致

成
さ
れ
今
年
で
丁
度
十

一
年
に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市

へ
の
友
好
訪
問
、
又
宇

治
市
へ
の
来
訪
が
あ
る

な
ど
、
交
流
を
続
け
る

に
従
っ
て
友
好
の
輪
の

広
が
り
が
肌
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。私

達
は
互
い
に
着
飾

罷　　　 Ｊ 巳 ［く’ン’ Ｉ

ス リランカ友の会

事務局長　 今 村 周 子

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
彼
女
を
講
師
に
迎
え

キ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

木
幡
公
民
館
で
月
二
回

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
留
学
生
を
講
師
に
迎

え
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴

史
や
文
化
を
勉
強
す
る

機
会
を
持
つ
な
ど
積
極

ら
な
い
普
段
着
の
交
流
を
深
め

て
ゆ
く
た
め
に
市
民
レ
ベ
ル
で

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
異

な
っ
た
文
化
を
真
に
体
験
す
る

た
め
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
教
室
や

民
族
衣
装
「
サ
ー
リ
」
を
実
際

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会

で
は
こ
の
様
な
「
国
際
交
流
講

座
」
を
更
に
内
容
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
続
け
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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友
好
を
深
め
て
帰
国

威
陽
市
訪
問
団
1
7
名

1
0
月
1
3
日
に
出
発
し
た
成
陽
市
訪
問
団
（
高
田
実
団

長
）
　
1
7
名
が
2
0
口
、
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
、
1
4
日
に
成
陽
市
政
府
を
表
敬
訪
問
、
董

志
孝
副
市
長
は
じ
め
政
府
要
人
と
懇
談
し
ま
し
た
。
成

陽
市
滞
在
中
は
、
実
験
小
学
校
な
ど
教
育
施
設
の
視
察

や
懇
談
を
行
い
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
西
安
、
二
峡
な

ど
中
国
の
史
跡
を
視
察
し
見
聞
を
深
め
、
楽
し
い
思
い

出
を
持
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。

▲実験小学校の授業を参観する団員の皆さん（10月15日）

▲彩虹中学校を訪問して教育事情を視察（11月15日）

◎
⑳
の
お
願
い

平
成
九
年
度
の
会
費
を
、
ま
だ
納
入
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
は
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
会
費
　
　
二
千
円

▼
団
体
会
費
　
　
五
千
円

▼
法
人
会
費
　
一
万
円

語
学
講
座
始
ま
る

講
師
に
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ア
リ
ス
ン
さ
ん

平
成
9
年
度
の
語
学
講
座
（
中
国
語
、
英
語
）
が
1
0

月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
国
語
に
1
1

名
、
英
語
に
1
9
名
が
受
講
、
来
年
2
月
ま
で
1
6
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

中
国
語
の
講
師
に
は
鄭
倖
さ
ん
、
英
語
は
Ａ
Ｅ
Ｔ
で

今
年
8
月
に
赴
任
し
た
ア
リ
ス
ン
・
パ
ー
カ
ー
さ
ん
に

担
当
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
開
講
式
で
は
、
谷
岡
会
長

か
ら
激
励
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
早
速
、
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
て
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

宇
治
市
国
際
交
流
基
金

ご
協
力
く
だ
さ
い

宇
治
市
で
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
二
月
、
国
際
交
流
の

推
進
と
、
青
少
年
の
海
外
研
修
派
遣
、
外
国
人
留
学
生

へ
の
生
活
援
助
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
宇
治
市
国
際
交
流
基
金
」
を
設
置
。

基
金
の
目
標
額
を
一
億
円
と
し
、
そ
の
運
用
益
で
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
は
約
三
千
六
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
目
標
額
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
額
で
す
。

宇
治
市
の
国
際
交
流
の
推
進
と
、
本
協
会
の
活
動
を

一
層
高
め
る
た
め
、
本
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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